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分数の掛け算・割り算の場面で（小学校） 

児童の実態 

  ・学習したことが覚えられない 

  ・約数の意味が理解できていない  

  ・板書を写すことが遅い 

  ・途中でしていることがわからなくなる 

・配慮点 

  ・約数が見つけられない→約数表 

  ・九九によって色分け→見つけやすく 

  ・１１･１２･１３･１５･２５→よく使う段 

 



教材 



テストの場面で（中学校） 

児童の実態 

• 弱視 

• 遠視 

• 知的障がい 

・配慮点 

• 通常学級と同じテストを受ける支援の必
要な生徒（弱視遠視・知的）に対して、
事前に問題用紙を拡大して漢字にすべて
ルビを振って取り組ませる。 
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学習の始めの場面で（小学校） 

児童の実態 

• 学習に集中して取り組むことが   
できない。 

• 課題に対して自信が持てない。 

・配慮点 

• １時間の内容をカードで提示し、自己決
定をする。その際に選んだ理由を聞く。 

• 一番最後の方にするものを決め、理由を
聞く。 
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